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「連携・協働」科目の位置づけ

•「テーマ3 教師の連携・協働による教育体制の構築のための
教育」に該当



「教職基盤」における位置づけ
•常に働かせる『教職基盤』

•多様な関わりを構築し活か
す力

• 「連携・協働」
• 「コミュニケーション」
• 「ファシリテーション」

•具体的には「学習指導」「学
級経営・生徒指導」「ICT・情
報・教育データの利活用」の
場面での発揮が期待される



「連携協働科目」全体のコンセプト
•学校教育の高度化・複雑化→「組織的対応」が求められる

• 具体的には：「学校」（職場）の内部・外部での連携が求められる
• 教職課程において「組織マネジメント」「連携協働」を扱う必要

•ただし、初任期教員にとって「組織マネジメント」をイメージ
するのは難しい（中堅期以降の課題として認識される傾向）

•学生にとっての「連携協働をめぐる課題の広がり」を整理
• 学校組織マネジメントに関する学びの「入口」としての「学校安全」
• 学校内に軸足を置いた連携課題としての「児童生徒の指導・支援」
• 学校外も含めた幅広い連携課題としての「防災」



「連携協働科目」3科目の設定

• 1．「子供の安全と学校組織」（1年次）：今年度実装
•学校組織マネジメントに関する学びの「入口」
•その後の学校体験活動等への応用を期待

• 2．「教師の連携・協働と学校経営」（3年次）
•主に学校内に軸足を置くことが求められる連携課題
•実地教育（教育実習）との相互作用を期待

• 3．「多機関連携と学校防災」（3年次）
•学校外も含めた幅広い連携課題



「連携協働科目」における学びの重点

•題材に関する学び
•「学校安全」「防災（教育）」「児童生徒の支援」に関する
知識

•仕組みに関する学び
•学校組織のマネジメント体系と学校内部の連携協働
•学校外との連携（広がりと接点）

•見え方（視点）に関する学び
•学校内・学校外を問わず、他職種協働において発生する、事
象の「見え方の違い」の認識（と視野の広がり）

•連携協働の必要性と難しさの体験



子供の安全と学校組織 1年次
•＜学習目標＞

•学校安全に関する全体像を把握・理解し、学校内での安全管
理（リスクの察知と対処・回避、事故発生時等の対応）につ
いて、具体的なイメージを持つことができる。

•学校安全の観点から、学校の組織と活動・施設の管理につい
て理解する。

•＜内容＞
•児童生徒の年齢・発達段階（学校種）によって異なる「学校
安全」の勘所を知る

•学校生活にかかる危機事例（教室内外の生活安全、交通安全、
学校事故、不審者対応等）を用いた演習と、関連講義の組み
合わせ





重視したこと①学校観察実習との連動
•例年5月に「学校観察実習」が計画・実施されている

• 附属幼稚園・小学校・中学校を各1日ずつ見学・観察
• 県内の特別支援学校を1日見学・観察
• 1年次生の「学校の見え方」が変化することを期待する（「生徒目線」
から「教師目線へ」）

•「連携・協働科目」が1年次・前期に開講することを活かし、
相乗効果を狙った

• 学校観察実習に先んじて、「安全」にフォーカスしたゲスト講義を実
施した（上記各校と調整）

• 「安全」にも着目した学校観察を促す
• 「学校の見え方」の変化を促す
• ゲスト講義の内容の定着を図る



附属学校園等からのゲスト講師
•各校種における学校生活上の安全について講話を依頼

•主に身体的な安全（学校における安全確保・事故防止）
•特別支援学校（第2回）

•障害の種類に応じた「危険」の違い
•施設面での安全配慮、教員間の連携・協働による安全配慮

•幼稚園・小学校（第3回）
•発達段階に応じた配慮、安全に関する指導
•安全教育と安全管理、関連する施設・備品等

•小学校・中学校（第4回）
•学校教育活動における安全配慮
•関連する研修の様子



特別支援学校で
の学校安全に関
する資料(1)



特別支援学校で
の学校安全に関
する資料(2)



幼稚園での学校安全に関する資料



小学校・中学校での学校安全に関する資料(1)



小学校・中学校での学校安全に関する資料(2)



相乗効果が意識できた、という感想
（第10回時点での「振り返りアンケート」より）



重視したこと②事例検討を通じた学び

•具体の課題から学習課題に到達する
• 実際に学校で起きそうな事例を提示する

• 「その場ではどう対応するのが良いか」
• 「そうした事態を招かないためにはどうしたらよいか」・「再発を
どう防ぐか」

• それぞれについて検討

•個人の検討とグループの検討の往還（2コマをセットで運用）
• 1コマ目：個人での検討→グループでの検討（→アイデアの提出）
• 2コマ目：アイデアの共有→解説→個人での検討（振り返り）
• 若干パターンを変えながら進行



4教室を活用した「分散」と「集中」

•全体での講義：大教室（108室）を活用【170人】

•グループ別の演習：中教室（102室・302室・304室）と大教室
（108室）に分散【各教室42～43名】

• 5～6人で1グループを編成して演習
•小型のホワイトボードやモニターを使って進行
•成果についてはLMSを通じて提出



【1コマ目】演習事例「学校教育活動中の事故」
（途中から）

• 当日つづき：公園から学校へ
• 11時：

• 声掛けをして各クラス整列後、学校に向けて出発
• この時点の公園の気温は33度

• 帰り道にも同じ児童が「疲れた」と訴え、列から遅れがちに
⇒担任の先生は、行きと同様に声掛けをし、手をつないで一緒に歩く

• 11時30分：学校到着、各教室に戻る
• 教室が暑くなっていたので、天井の扇風機を動かす
• 「疲れた」と訴えていた児童の体調が悪化（高熱・過呼吸・けいれん）

⇒教室の風通しの良い一角で休ませる
• 他の児童も体調不良を訴えはじめる

• 11時50分：児童が意識を失う⇒119番通報・病院へ



【1コマ目】演習課題（個人で検討⇒グループで協議）
•【問い】どの時点にさかのぼって、どのような対応をすれば、
重大事故を避けることができただろうか

• Q1
• 学校到着（11時30分）時点にさかのぼれたとして、何をする必要が
あっただろうか

• Q2
• Q2-1：公園から帰る途中の時点（11時～11時30分）や公園に着いた時
点（10時30分）にさかのぼって「熱中症」の疑いを持った場合、どう
したらよかっただろうか

• Q2-2：公園に向かう途中の時点（10時～10時30分）にさかのぼって
「熱中症」の疑いを持った場合、どうしたらよかっただろうか

• Q3【2コマ目に向けた課題】
• 熱中症への対応ができるようにして校外学習に行くには、どんな準備
が必要だっただろうか



【2コマ目】演習の振り返りと整理
⇒①題材についての学び
•「熱中症」への理解⇒どんな対応が必要だったか



②仕組みについての学び
•どうのような準備が必要かを考える

⇒学校内ではどのような連携が必要かを知っておく
学校のスタッフの「規模感」についても知っておく

•例：校外学習における引率の体制を考えたとき
• この小学校を27学級（各学年4クラス＋特別支援学級3クラス）とした
場合

• 校長、教頭（おそらく1名）、養護教諭（おそらく1名）、事務職員
• 担任教員27名＋4名（図工・音楽・算数・理科などの専科教員）
• 兵庫県での追加配分（専科教員が1～2名、学校生活支援員1名程
度）

• 市町村によっては、さらに支援スタッフ
• 校外学習の支援に出られる教員は何人くらい？
• 教員だけでは足りなさそうなときは、どうする？



③仕組みと「見え方」についての学び
•校外学習自体を「やる」「やらない」の判断の難しさ

•学年での学習活動として実施している（担任一人の判断では
進められない）、という設定

• どういう状況で「今日は中止しましょう」を判断するか
• あなた一人がリスクを感じたとして、どう主張しますか？

•活動段階での「中止する」「引き返す」の判断
• どのタイミングで「救急車呼びましょう」が言えるか
• どのタイミングで「もう引き返しましょう」が提案できるか

•どんなことを準備しておくと、こういう「言いにくさ」を避
けられるか？

• 事前のルール設定や判断基準（マニュアル）について考える



学生の振り返りより 演習教室の設定



学生の振り返りより：グループのサイズ感



学生の振り返りより：関心の深まり

•第11回から第15回についても同様の傾向



学生の振り返
りより
：学習活動

•授業期間後半にかけ
て、「調べもの」を
する頻度はやや上昇



今後の課題

•連携・協働科目開発チームでは「題材の学び」が手薄
•学校における生活安全
•教育活動中における事故（「身体」に関する専門家）
•登下校における交通安全
•食物アレルギーへの対応（「食品」に関する専門家）
•実務経験の厚いゲスト、各領域の研究者などの協力を仰ぐ

•評価の難しさ
•題材に関する知識、仕組みに関する知識の確認
•「見え方」の深まりをどう評価するか



令和7年度の予定

• 1．「子供の安全と学校組織」（1年次）：2年目
•関わるメンバーの拡充
•コンテンツの充実（令和6年度をふまえた加除修正等）

• 2．「教師の連携・協働と学校経営」（3年次）
• 3．「多機関連携と学校防災」（3年次）

•令和8年度か以降に向けて、既存科目を活用した試行実践の
継続、コンテンツの充実


